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1. 研究の背景
　近年，我が国では急激な少子高齢化が進んでいる。少子高
齢化によって受ける影響として，ニュータウンのオールド
ニュータウン化が深刻な課題としてあげられる。兵庫県では，
昭和 30～ 40年代にされたニュータウンの再生を目指し，明
舞団地をモデル地区として，活性化のための取り組みを行っ
ている。また，団地再生の先進的なモデル地区を目指し，団
地の外に向けて様々な取り組みの紹介を行っている。 従って，
明舞団地における再生計画が，今後のさらなる少子高齢化を
迎えるニュータウンおいて重要になってくると考えられる。
2. 本研究の目的
　明舞団地には様々な住宅ストックが存在し，全住宅ストッ
クの約 50%が公的賃貸集合住宅（県営・公社・UR）である。
その中でも，公団賃貸住宅は明舞団地の住宅ストックの約
25% である。本研究では，公団賃貸住宅居住者の住民活動意
向（満足度・重要度，不安に思うこと等）を明らかにする。また，
自治会活動を行う上での困難・不安な点を明らかにすること
で，快適な住環境づくりに向けての課題を考察することを目
的とする。
3. 研究方法
　明舞団地にて，『明舞団地「住まい」に関するアンケート』
を行い，居住者の明舞団地における住民活動意向を分析し明
らかにする。次に，アンケートの結果を踏まえて明舞団地の
自治会役員へのヒアリング調査を行う。これらを踏まえて公
団賃貸住宅での快適な住環境づくりに向けての課題を考察す
る。
⑴　アンケート調査
　調査概要を以下に示す。
　アンケートの回収結果は，配布数が 1050 票のうち有効回
収数が 508票となり，回収率は 48%であった。
⑵　ヒアリング調査
　明舞団地では，月に 1度 A団地，B団地，C団地の自治会
役員の理事が集結し自治会活動についての会議が行われてい
る。アンケート調査の分析と考察を提示し，ヒアリング調査
を行った。また，明舞団地 C団地における自治会活動の 1つ
である「こもれび喫茶」に参加し，自治会活動に求めている
こと，日々の生活についてヒアリング調査を行った。
4. 結果および考察 
4-1　地域の活動についてのアンケート結果
　地域の団地内外で実施されている活動・事業に対する重要
度と満足度を，それぞれ 1【重要でない：満足でない】～ 5【重
要である：満足である】の 5 段階で評価し，その平均（図 1）
を示す。
　地域の活動について，子育てに関する活動は，重要度が高
くかつ満足度が高い。明舞団地では少子高齢化を迎えている
ことから，子育ての環境が重視され多くの居住者が現在の活
動に満足していることが推察される。
　また，重要度が高いが，満足のいく活動ができていない「日
常的に必要な物の買い物の支援」，「食生活を支える活動（野
菜・惣菜等販売）」，「通院など移動の支援活動」，「見回りなど
防犯・交通安全活動」，「避難訓練・連絡体制など防災活動」
は今後見直していくべき活動であり，買い物行動や防犯・防
災に不安を持っている居住者が多くいることが伺える。
4-2　不安と困っていることについてのアンケート結果
　生活をするうえで，健康面に関すること（130 件），介護
に関すること（77 件），看病や世話をしてくれる人がいない
こと（61 件）など，健康や介護と福祉のことについて不安
に思っている居住者が多い。少子高齢化が進行していく中で，
団地での福祉サポートが課題となってくると考えられる。（図
2）
5. まとめ
　アンケート調査により得られた結果として，「入居者同士
のお付き合い」と「困ったときの助け合い」は高齢者の方は
満足しているが，若年層は何らかの不満を持った人が見られ
る傾向にある。団地内外で実施されている活動においては，
　「日常的に必要な物の買い物の支援」，「食生活を支える活
動（野菜・惣菜等販売）」，「通院などの移動の支援活動」，「見
回りなど防犯・交通安全活動」，「避難訓練・連絡体制など防
災活動」を見直すことが求められる。また，居住者の多くが「健
康面に関すること」，「介護に関すること」に不安に感じてい
ることから，少子高齢化を迎えた明舞団地での今後の福祉体
制の重要となることがわかる。不安に思うこと，困っている
ことを気軽に相談できるような窓口を作り，手伝える方を集
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うことで，居住者同士の活発したコミュニティが生まれ，明
舞団地がより住みやすい団地となることが考察される。
　自治会役員の方々の多くの意見として若者の自治会役員の
なり手がないことが課題として挙げられた。協力者を呼び掛
けても集まらないことから，若者が自治会活動に対して消極
的であることが伺える。また，こもれび喫茶では，住民同士
の日常の会話のほかに，日々の生活で困っていることを聞き
に行くことができる場でもある。福祉や保育についての資格
を持ち手伝う意欲のある住民がこのような場所に出向くこと
で，困っている人の相談に乗ることができ，団地内の交流が
さらに深くなるのではないかと考えられる。
　調査対象地では少子高齢化が進んでおり居住者の多くが介
護や福祉に不安を抱えている。不安を解決するには，自治会
で呼びかけを行ったり，困っている人が気軽に相談できるよ
うな窓口をさらにつくることが重要になってくると考えられ
る。公団賃貸住宅での暮らしを快適にするには，こもれび喫
茶をはじめとする，居住者同士がふれあえる場を有効的に活
用し，積極的にコミュニティに参加することが重要になると
考察する。
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図1　団地内外で実施されている活動に対する重要度・満足度
図2　明舞団地で生活するうえで，不安に感じていること・
 困っていること
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